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寒
風
つ
き
消
防
儀
式

　
一
月
六
日
午
前
八
時
か
ら
町
営
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
消
防
気
団
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
一
毛
団
長
以
下
四
百
十
五

人
の
消
防
団
員
が
出
動
し
、
寒
風
の
中

で
規
律
動
作
、
浸
水
競
技
な
ど
に
つ
い

て
木
村
町
長
の
点
検
を
う
け
ま
し
た
、

　
本
町
の
消
防
組
織
は
、
明
治
二
十
七

年
（
天
ん
四
年
）
二
月
に
全
国
義
勇
消
防
の

制
度
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
年

に
消
防
組
を
組
織
し
て
全
村
を
十
一
部

に
分
け
た
の
が
は
じ
め
で
す
。
そ
の
後

昭
和
十
四
年
に
消
防
組
は
警
防
団
に
改

め
ら
れ
、
昭
和
二
十
三
年
に
消
防
組
織

法
が
施
行
さ
れ
消
防
団
が
編
成
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
と
き
の
団
員
定
員
は
六
百

四
十
人
で
し
た
。

　
現
在
の
本
町
消
防
団
の
団
員
定
数
は

四
百
五
十
人
で
、
四
百
四
十
人
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
今
日
の
多
様
化
す
る
災

害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
に

は
団
員
は
不
足
の
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
非
常
事
態
に
即
応
で
き

る
消
防
力
を
め
ざ
し
て
機
械
器
具
や
施

設
の
整
備
を
は
か
る
一
方
で
、
夏
の
移

動
消
防
学
校
、
部
長
研
修
、
初
任
団
員

の
研
修
な
ど
各
種
訓
練
の
積
み
重
ね
に

よ
り
団
員
の
士
気
と
消
防
技
術
の
向
上

に
つ
と
め
て
い
ま
す
．
．

　
消
防
始
式
よ
ぴ
も
の
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
発
水
競
技
は
、
こ
と
し
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

本
部
を
ト
ッ
プ
に
各
部
の
ポ
ン
プ
班
が

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
き
び
き
び
し
た
動
作
を
目
の

前
に
し
た
約
二
百
人
の
観
象
か
ら
さ
か

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
．
、

　
ま
た
、
こ
と
し
は
西
郷
村
消
防
団
の

ラ
ッ
パ
隊
十
三
人
も
特
別
に
参
加
、
澄

ん
だ
音
色
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
式
は

い
ち
だ
ん
と
も
り
あ
が
り
ま
し
た
。

第
三
日
曜
日
（
十
五
日
）
は
家
庭
の
日

．
幽
i
．
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日
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⑱人
と
犬

う解

騰

　
犬
は
昔
か
ら
わ
た

し
た
ち
人
間
に
と
っ

て
い
ち
ば
ん
身
近
か
な
動
物
と
し
て

か
わ
い
が
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
犬
に

ま
つ
わ
る
美
し
い
物
語
も
古
今
東
西

を
と
わ
ず
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
が
、
愛
犬
家
に
と
っ
て
か

わ
い
く
て
か
し
こ
い
犬
も
、
い
っ
た

ん
飼
い
方
を
あ
や
ま
る
と
わ
た
し
た

ち
の
生
活
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま

す
。
先
月
十
八
日
、
三
股
町
で
六
歳

の
保
育
園
児
が
野
犬
に
か
み
殺
さ
れ

る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
町
内
で
今
年
度
登
録
さ
れ
た
犬
は

四
百
六
十
二
頭
、
春
秋
二
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
た
犬
は
延
べ
七

百
三
十
三
頭
で
す
．
、
犬
を
飼
う
場
合

は
県
犬
取
締
条
例
で
必
ず
つ
な
ぐ
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
捨
て
犬
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
〃
飼
い
犬
に
手

を
か
ま
れ
る
〃
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
が
、
も
は
や
手
を
か
ま
れ

る
ぐ
ら
い
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
昨
今

で
す
。
愛
犬
家
の
モ
ラ
ル
に
話
調
。

わ
が
こ
こ
ろ
澄
み
ゆ

く
時
に
詠
む
歌
か
詠

み
ゆ
く
ほ
ど
に
澄
め

る
G
か
　
　
　
牧
水
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電
話
消
毒
薬
の
訪
問
販
売

　
〔
相
談
例
〕
　
㎜
霞
話
の
点
検
に
き
ま

し
た
」
と
玄
関
の
ド
ア
ー
を
開
け
た
の

は
、
三
十
歳
前
後
の
男
の
人
で
し
た
。

　
「
電
仁
山
は
ど
こ
に
置
い
て
あ
り
ま

す
か
」
と
電
話
器
の
あ
る
と
こ
ろ
に
案

内
き
せ
「
受
話
器
に
は
つ
ば
が
た
ま
り
、

う
じ
が
わ
い
て
不
衛
生
な
の
で
電
話
消

毒
薬
（
年
当
り
六
回
分
千
円
）
を
受
話

器
に
取
り
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。
ニ

ヵ
月
に
一
回
は
取
り
替
え
る
よ
う
に
．
…

と
い
う
こ
と
で
し
た
．
．

　
わ
た
し
は
て
っ
き
り
電
話
局
か
ら
義

務
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て
購
入
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
、
現
在

『
電
話
器
を
大
切
に
す
る
週
間
」
で
も

あ
り
、
受
話
器
置
き
台
（
オ
ル
ゴ
…
ル

付
）
を
皆
さ
ん
に
取
り
つ
け
て
も
ら
っ

て
い
る
し
と
い
う
譜
も
あ
り
、
こ
れ
も

後悔しない買物を

千
八
百
で
購
入
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
ど
う
も
不
審
な
気
が
し
た
の
で
、
あ

と
叫
電
話
局
に
聞
い
て
み
る
と
「
受
話

器
に
う
じ
が
わ
く
お
そ
れ
は
な
く
、
ま

た
消
毒
薬
を
取
り
つ
け
る
よ
う
義
務
づ

け
た
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
　
「
．
，
電
話
局
か
ら
の
義
務
づ
け
ら
れ

た
も
の
」
と
誤
解
し
て
購
入
し
た
の
だ

か
ら
、
で
き
る
こ
と
な
ら
引
き
取
っ
て

ほ
し
い
．
、

　
〔
答
〕
こ
の
相
談
例
に
似
た
販
売
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

と
し
て
は
、
　
｝
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま

し
た
．
」
な
ど
と
言
っ
て
消
火
器
を
売
っ

た
り
、
　
…
．
家
族
計
画
に
つ
い
て
お
話
が

あ
る
L
　
…
産
後
の
指
導
に
き
ま
し
た
」

と
言
っ
て
衛
生
用
品
を
売
っ
た
り
、
あ

る
い
は
［
．
ア
》
ケ
ン
ト
調
査
に
来
ま
し

た
」
な
ど
と
言
っ
て
家
に
上
り
こ
み
、

い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
販
売
し
た
り
す
る

例
が
あ
り
ま
す
、
．

　
一
消
防
署
か
ら
来
た
」
と
言
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　

で
も
［
．
消
防
署
の
方
か
ら
来
た
」
と
言

わ
れ
る
と
、
普
通
の
人
は
、
消
防
署
の

人
が
消
火
器
を
販
売
に
き
た
と
思
う
で

し
ょ
・
つ
．
、

　
こ
の
よ
う
に
、
巧
妙
な
訪
問
販
売
に

よ
る
セ
ー
ル
ス
に
よ
っ
て
、
値
段
の
高

い
も
の
や
、
余
分
な
商
品
を
買
わ
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
苦
情
が
ふ
え
て
い

ま
議
ヲ
．
．
あ
と
で
後
悔
し
て
も
、
商
品
を

受
け
と
っ
て
い
っ
た
ん
お
金
を
業
者
に

支
払
う
と
、
な
か
な
か
返
品
に
応
じ
て

も
ら
え
ず
、
返
金
を
要
求
し
て
も
取
り

あ
っ
て
も
ら
え
な
い
例
が
多
い
よ
う
で

す
．
一　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
ふ

せ
ぐ
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
．
．

　
¢
訪
問
の
目
的
を
聞
き
、
不
要

　
　
な
も
の
の
セ
ー
ル
ス
の
と
き

　
　
は
、
は
っ
き
り
断
る
。

　
い
っ
た
ん
玄
関
に
入
れ
て
し
ま
う
と

家
の
中
に
上
が
り
こ
ま
れ
た
り
し
て
ね

ば
ら
れ
ま
す
の
で
、
入
れ
な
い
よ
う
に

す
る
。

　
②
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る

　
公
共
的
な
機
関
の
名
前
を
持
ち
．
出
し

て
き
た
場
合
は
、
身
分
証
明
書
を
み
せ

て
も
ら
う
よ
う
に
要
求
す
る
．
．
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
関
係
機
関

に
問
い
合
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．
．

　
行
政
官
庁
や
公
共
機
関
な
ど
が
特
定

の
商
品
の
訪
問
販
売
を
行
な
っ
た
り
．
、

推
せ
ん
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、

ま
ず
な
い
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
，

　
⑤
そ
の
場
で
買
う
こ
と
を
決
め

　
　
な
い
，

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
し
つ
こ
く
説
得
き

れ
て
も
、
そ
の
場
で
は
絶
対
に
購
入
の

意
志
を
示
さ
な
い
よ
う
に
．
．
ご
主
人
に

相
談
す
る
な
り
、
近
所
の
方
と
話
し
合

う
時
間
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
④
お
金
を
す
ぐ
に
払
わ
な
い
．

　
た
と
え
わ
ず
か
で
も
お
金
を
支
払
っ

て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
返
金
が
む
ず

か
し
く
な
り
ま
す
。

企
画
係
が
相
談
窓
ロ

　
訪
問
販
売
は
、
す
べ
て
悪
い
と
い
う

の
で
は
へ
像
く
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
商
口
叩

に
つ
い
て
の
情
報
を
く
わ
し
く
聞
く
こ

と
が
で
き
、
居
な
が
ら
に
し
て
商
品
を

購
入
で
き
る
な
ど
の
利
点
も
あ
り
．
ま
す

　
要
は
、
わ
た
し
た
ち
消
費
者
自
身
に

十
分
な
知
識
と
心
が
ま
え
が
あ
れ
ば
、

悪
質
な
手
［
［
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
．
ま
せ
ん
。
訪
問
販
売
を
上
手
に
活
用

し
て
、
く
ら
し
の
合
理
化
に
役
立
て
る

こ
と
が
大
切
で
す
．
．

　
こ
の
相
談
例
の
場
合
は
、
セ
ー
ル
ス

マ
ン
と
苦
情
者
の
間
に
話
合
い
が
も
た

れ
、
商
品
は
返
品
き
れ
代
金
は
相
談
者

に
返
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
（
資
料
．
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
X

　
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
苦
情
が
係
に
よ

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
日
向
電
報
電
話

局
に
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
亀
手
局
と

は
関
係
な
い
と
の
回
答
で
し
た
．
．

乳
幼
児
の
た
め
に

延
岡
市
の
染
矢
さ
ん
か
ら

　
延
岡
市
の
染
矢
信
き
ん
か
ら
ご
尊
父

の
故
信
一
さ
ん
の
ご
遺
志
に
よ
り
、
本

町
の
乳
幼
児
対
策
費
に
あ
て
て
く
だ
き

い
と
五
万
円
の
貴
重
な
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
．
．

　
故
人
と
な
ら
れ
た
信
一
き
ん
は
、
終

戦
直
後
の
混
乱
し
た
時
期
に
本
町
又
江

野
に
お
い
て
医
院
を
開
業
き
れ
、
町
民

の
医
療
を
確
保
き
れ
る
と
と
も
に
衛
生

思
想
の
普
及
、
保
健
の
向
上
に
つ
く
さ

れ
ま
し
た
．
一
そ
の
後
、
延
岡
市
に
お
い

て
小
児
科
医
院
を
開
業
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
昨
年
十
二
月
に
ご
他
界
き
れ

ま
し
た
。

　
き
っ
そ
く
故
人
の
ご
遺
志
に
そ
っ
て

本
町
乳
幼
児
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
．
．
　
（
総
務
課
）

早
め
に
助
成
申
請
を

四
歳
未
満
児
の
入
院
費
助
成

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
三

歳
以
下
の
乳
幼
児
が
病
院
で
入
院
治
療

を
う
け
た
と
き
、
そ
の
医
療
費
の
一
部

を
町
が
助
成
し
て
い
ま
す
．
一

　
助
成
の
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、
各

種
健
康
保
険
の
規
定
に
よ
り
保
険
給
付

の
行
わ
れ
た
も
の
で
、
自
己
負
担
金
が
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町
県
民
税
の

面
接
申
告

19

冾
ｩ
ら
地
区
別
に
開
催

　
昭
和
五
十
一
年
度
の
町
県
民
税
の
申

告
は
次
の
要
領
で
お
ね
が
い
し
ま
す
。

ω
　
例
年
と
同
様
に
、
納
税
者
と
役
場

　
税
務
課
職
員
と
の
面
接
に
よ
り
申
告

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
面
接
の
日
時

　
と
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

②
　
各
納
税
者
に
は
あ
ら
か
じ
め
簡
易

　
申
告
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要

　
事
項
を
記
入
の
う
え
、
面
接
の
当
日

　
は
印
か
ん
と
収
入
金
や
各
種
控
除
金

　
の
裏
付
と
な
る
資
料
（
証
明
書
、
領

　
収
書
、
健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者

　
手
帳
な
ど
）
を
ご
持
参
く
た
さ
い
．

㈹
　
納
税
相
談
と
申
告
は
原
則
と
し
て

　
納
税
者
本
人
に
限
り
ま
す
が
、
所
得

　
内
容
の
わ
か
る
人
で
あ
れ
ば
家
族
の

　
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、
、

ω
　
国
税
と
事
業
税
の
対
象
者
に
は
別

　
に
通
知
し
ま
す
。

面
接
の
日
時
と
場
所

　
〔
2
月
1
9
日
置
寺
田
（
庭
田
、
長
崎
、

吉
牟
田
）
－
－
－
庭
田
公
民
館
・
午
前
1
0
時

～
午
後
3
時
3
0
分
、
〔
2
0
日
〕
寺
迫
（
寺

迫
、
山
之
口
、
落
鹿
、
中
尾
、
カ
ル
ト
）

縫
寺
迫
公
民
館
・
午
前
9
時
3
0
分
～
午

後
4
時
、
　
〔
2
3
日
目
福
瀬
（
上
村
二
、

下
村
、
鵜
戸
木
、
日
田
尾
、
広
瀬
、
鳥

川
）
一
高
瀬
公
民
館
・
午
前
9
時
～
午

後
4
時
、
　
〔
2
4
日
〕
二
瀬
（
仲
野
原
、

出
口
、
上
村
一
、
上
村
三
）
一
仲
野
原

公
民
館
・
午
前
9
時
～
午
後
4
時
、

〔
2
5
日
～
2
7
日
〕
国
税
お
よ
び
事
業
税

対
象
者
（
対
象
者
に
は
別
途
通
知
）
1
2

中
央
公
民
館
会
議
室
・
午
前
9
時
～
午

後
4
時
、
　
〔
3
月
1
日
〕
小
野
田
一
中

央
公
民
館
会
議
室
・
午
前
9
時
～
午
後

消
防
始
式

の
表
彰

　
一
月
六
日
に
行
な
わ
れ
た
消
防
始
式

の
点
検
の
結
果
、
次
の
各
部
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
知
事

ほ
か
か
ら
優
良
消
防
団
員
に
対
し
て
表

彰
が
あ
り
．
ま
し
た
。

〔
成
　
績
〕

C
総
合
の
部
　
　
優
勝
1
1
第
三
部
（
迫

　
野
内
）
　
二
位
一
番
十
部
（
田
野
）
．

　
三
位
一
第
四
部
（
羽
坂
）

4
時
、
　
〔
2
日
〕
鶴
野
内
L
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
・
午
前
9
時
～
午
後
4
時
、

〔
3
日
前
迫
野
内
凹
迫
野
内
公
民
館
・

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
、

〔
4
日
〕
八
重
原
一
八
重
原
公
民
館
・

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
2
時
、
◇
田
野

一
1
田
野
公
民
館
・
午
前
9
時
3
0
分
～
午

後
3
時
、
　
〔
5
日
∪
羽
坂
1
1
羽
坂
公
民

館
・
午
前
9
時
～
午
後
4
時
、

〔
8
日
〕
仲
深
1
1
八
目
公
民
館
・
午
前

9
時
5
0
分
～
午
後
4
時
、
　
〔
9
日
〕
坪

谷
（
石
原
、
本
村
、
赤
井
笠
、
瀬
平
）

一
昌
福
寺
・
午
前
9
時
3
0
分
目
午
後
4

時
、
〔
1
0
日
〕
坪
谷
（
上
野
原
、
仲
崎
、

導
師
ノ
木
、
．
市
谷
原
、
市
谷
川
崎
）
一

昌
福
寺
・
午
前
9
時
5
0
分
～
午
後
4
時

〔
”
日
〕
越
表
1
1
越
表
小
学
校
・
午
前

10

栫
`
午
後
3
時
3
0
分
、
　
〔
a
日
〕
下

渡
川
一
下
渡
川
公
民
館
・
午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
。

○
規
律
訓
練
の
部
　
　
優
勝
ほ
第
一
部

　
（
小
野
田
）
　
二
位
1
1
第
六
部
（
越

　
表
）
　
三
位
」
・
第
四
部
（
羽
坂
）

C
発
水
競
技
の
部
　
　
優
勝
”
第
五
部

　
（
坪
谷
）
　
二
位
・
第
四
部
（
羽
坂
）

　
三
位
1
1
第
十
部
（
田
野
）

「
表
　
彰
〕

▽
県
知
事
1
1
小
林
喜
三
（
第
一
部
長
）

▽
県
消
防
協
会
長
・
　
清
水
良
幸
（
第
四

　
部
長
）
、
河
野
益
男
（
第
六
部
長
）
、

　
谷
口
健
五
口
（
第
十
部
長
）
、
甲
斐
善
重

　
郎
（
第
十
一
部
長
）
、
山
本
一
正
（
本

　
部
班
長
）
、
大
野
佐
織
（
第
五
部
班

　
長
）
、
黒
木
睦
魂
（
第
七
部
班
長
）
、

▽
県
消
防
協
会
日
向
支
部
長
一
1
第
八
部

　
（
優
良
部
表
彰
）
、
都
甲
勇
一
（
第
一

　
部
班
長
）
、
山
田
緑
般
　
（
第
二
部
班

　
長
）
、
佐
藤
健
一
（
第
三
部
班
長
）
、

　
高
山
幸
治
（
第
四
部
班
長
）
、
日
高
清

　
（
第
六
部
班
長
）
、
寺
原
光
男
（
第
八

　
部
班
長
）
、
田
原
降
義
（
第
九
部
班

　
長
）
、
黒
田
為
正
（
第
十
部
班
長
）
、

▽
町
長
一
黒
木
一
希
（
本
部
）
、
矢
野
丈

　
夫
（
第
一
部
）
、
　
野
別
善
昭
（
第
二

　
部
）
、
山
田
同
一
（
第
三
部
）
、
黒
木
太

　
（
第
四
部
）
、
那
須
泰
彦
（
第
五
部
）
、
石

　
田
勝
詞
バ
第
六
部
）
、
橋
口
忠
（
第
七

　
部
）
、
塩
月
謙
介
（
第
八
部
）
、
徳
森
伝

　
（
第
九
部
）
、
井
本
岩
根
（
第
十
部
）
、

　
山
本
建
男
（
第
十
一
部
）
、

▽
団
長
一
平
野
宇
市
、
海
野
誓
生
（
本

　
部
）
、
黒
木
三
郎
、
畝
原
芳
美
（
第
一

　
部
）
、
高
尾
静
信
、
小
林
光
雄
、
長
池

　
伸
喜
（
第
二
部
）
、
黒
木
美
知
夫
、
佐

　
藤
富
士
男
（
第
三
部
）
、
中
野
勝
、
三

　
原
武
雄
（
第
四
部
）
、
寺
原
東
、
矢
野

　
昭
市
、
黒
木
正
一
（
第
五
部
）
、

　
長
友
弘
幸
、
海
野
安
司
（
第
六
部
）

　
海
野
清
文
、
新
名
実
（
第
七
部
）
、

　
岩
見
次
夫
、
鈴
野
浅
夫
（
第
八
部
）

　
河
野
利
男
（
第
九
部
）
、
黒
田
静
夫
、

　
那
須
楠
男
（
第
十
部
）
、
橋
口
信
行
、

　
中
谷
徳
夫
（
第
十
一
部
）
。

　
〔
感
謝
状
〕

　
前
消
防
団
長
と
し
て
本
町
消
防
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
新
名
義
さ
ん
に
、
県

消
防
協
会
日
向
支
部
長
と
町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
，
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
消
防
業
務
に
協
力
さ
れ
た
仲
管

区
に
対
し
て
も
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
ヵ
月
に
二
干
円
を
こ
え
る
分
で
す
、

　
医
療
費
の
助
成
は
、
一
ヵ
月
ご
と
に

助
成
対
象
者
（
保
護
者
）
が
「
乳
幼
児

医
療
費
助
成
申
請
書
」
に
所
定
の
領
収

書
を
添
え
て
、
翌
月
十
日
ま
で
に
町
長

へ
提
出
し
て
い
た
、
だ
く
と
、
内
容
審
査

の
う
え
申
請
者
に
支
給
し
ま
す
。
こ
の

申
請
は
一
年
以
後
に
お
い
て
は
無
効
と

な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
四
月
一
日
以
降

入
院
治
療
を
う
け
て
ま
だ
助
成
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
、
住
民
課
福
祉
係
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
く
わ

し
く
知
り
た
い
方
は
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
．
．
　
（
電
話
五
六
六
七
番
）

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

重
度
障
害
者
の
医
療
費
請
求

　
昨
年
十
月
一
日
か
ら
、
心
身
に
重
度

の
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
医
療
費
を

助
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
に
町
内
で
三
十
一
人
に
受
給
資
格

者
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
た
一

人
も
請
求
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
給
資
格
者
証
を
も
ら
っ
て
い
る
人

の
う
ち
、
そ
の
後
病
院
で
歯
科
を
除
く

治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
、
病
院
の
領

収
証
と
印
か
ん
を
も
っ
て
住
民
課
福
祉

係
で
請
求
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
．
．
た
だ
し
助
成
を
受
け
る
金
額
は
、

自
己
負
担
分
の
う
ち
入
院
で
月
額
二
千

円
を
、
外
来
通
院
で
月
額
千
円
を
超
え

る
医
療
費
で
す
。

　
請
求
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
人
∴
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
．
は

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
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あ
が
る
年
金
保
険
料

四
月
か
ら
月
額
千
四
百
円

　
国
民
年
金
の
年
金
額
は
、
全
国
の
消

費
者
物
価
が
前
の
年
度
に
比
べ
て
五
％

以
上
あ
が
っ
た
と
㍉
、
ほ
「
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
一
に
よ
り
そ
の
率
だ
け
引
上
げ
ら

れ
ま
す
、
．
等
・
」
ら
に
、
国
民
の
生
活
水
準

に
あ
わ
せ
て
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と

に
年
金
額
が
改
正
き
れ
ま
す
，

　
こ
の
よ
う
に
、
受
給
が
始
ま
一
．
た
こ

ろ
は
、
。
ス
ズ
メ
の
涙
〃
程
度
だ
っ
た
年

金
も
今
で
は
喜
ば
れ
る
年
金
へ
と
変
り

つ
つ
あ
り
ま
す
．

　
囲
民
年
金
一
の
加
入
者
は
、
将
来
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．
そ
の
額
は
だ
れ

で
も
同
じ
で
一
ヵ
月
に
干
百
円
で
す
．
．

こ
の
ほ
か
、
将
来
よ
り
よ
い
年
金
を
受

け
た
い
人
の
た
め
に
付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
、
ふ
つ
う
の
保
険
料

の
免
除
を
う
け
て
い
る
人
以
外
は
、
希

望
す
れ
ば
だ
れ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
．
．

付
加
保
険
料
は
月
額
四
百
円
で
す
，

　
ま
え
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
民
年
金

は
毎
年
引
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
二

の
ま
ま
で
は
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
が

因
難
と
な
っ
て
㍉
噛
」
ま
す
．
、
そ
の
た
め
、

保
険
料
の
引
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
と
し
）

四
月
か
ら
ふ
つ
う
の
保
険
料
が
三
百
円

引
上
げ
ら
れ
干
四
百
円
と
な
り
ま
す
．
．

付
加
保
険
料
は
す
え
置
き
で
す
。

　
な
お
、
所
得
が
低
く
て
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
人
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
き
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
、

老
齢
年
金
の
現
況
届

2
月
1
5
日
ま
で
に
提
出

　
国
民
年
金
の
支
払
い
は
年
四
回
（
通

算
老
齢
年
金
は
二
回
目
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
は
毎
年
引
き
続

い
て
年
金
の
支
払
い
を
す
る
た
め
の
確

認
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
匙
、

小
学
校
の

新
入
生

93

l
が
新
し
い
一
年
生

　
町
教
育
委
員
会
が
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
調
べ
た
、
昭
和
五
十
一
年
度

に
新
し
く
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も

は
次
の
と
お
り
で
す
．
．
（
昭
和
五
十
年

十
二
月
三
十
一
日
現
在
調
べ
に
よ
る
）

　
新
し
く
小
学
校
へ
入
学
す
る
の
は
昭

和
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
四
十
五
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で

す
．
、
こ
こ
に
名
前
の
な
い
入
は
保
護
者

が
直
接
、
ま
た
は
電
話
（
五
六
五
七
番
）

で
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
出

・
こ
の
確
認
の
た
め
に
、
国
民
年
金
の

老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
、
二
月
十
五
日
ま
で
に
必
ず

「．

走
ｯ
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
，
こ
の
届
出
の
用
紙
は
．
社
会
保
険
庁

か
ら
直
接
受
給
者
に
送
ら
れ
ま
す
の
で

町
長
か
ら
証
明
を
し
て
も
ら
い
、
切
手

を
は
っ
て
送
（
．
て
く
だ
き
い
．
．

　
届
出
に
あ
た
っ
て
は
、
く
わ
し
い
説

明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
記
入
す
る

前
に
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
．
、
こ
の
現

況
届
の
用
紙
は
折
り
曲
げ
た
り
、
よ
ご

し
た
り
し
な
い
で
く
だ
き
い
。

　
も
し
、
こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な
い

と
六
月
期
以
降
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ち
が
い

の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
き
い
．
．

く
だ
き
い
．
．

〔
東
郷
小
」
四
十
六
人
　
　
小
野
田
．

三
原
寿
美
代
（
正
義
二
女
）
、
畝
原
真
一

（
光
義
長
男
）
、
矢
野
ま
ち
代
（
光
雄
三

女
）
、
都
甲
芳
彦
（
哲
郎
二
男
）
、
黒
木

麻
文
（
昭
幸
長
女
）
、
田
村
慎
一
（
九
州

男
二
男
）
、
寺
原
正
士
（
孝
彦
二
男
）
、

小
山
正
（
幸
男
長
男
）
、
田
原
隆
雄
（
幸

作
長
男
）
、
都
甲
健
二
（
祐
吉
三
男
）
、

長
池
利
恵
（
英
明
長
女
）
吉
田
和
行
（
康

徳
長
男
）
、
那
須
慶
史
（
文
美
長
男
）
、

安
田
賢
司
（
求
長
男
）
、
松
浦
英
樹
（
正

昭
二
男
）
、
黒
木
美
恵
（
力
義
長
女
）
、

▽
鶴
野
内
5
1
⊥
口
実
栄
（
孝
道
長
女
）
、

林
千
加
子
（
朝
夫
二
女
）
黒
川
浩
司
（
喜

代
子
長
男
）
、
中
森
拓
也
（
哲
男
長
男
）

伊
東
干
恵
（
征
男
二
女
）
吉
野
明
王
（
幸

輝
三
男
）
、
中
田
信
浩
（
鶴
男
長
男
）
、

黒
木
保
典
（
行
也
三
男
）
森
田
幸
路
（
隆

雄
長
女
．
）
、
寺
田
良
吉
（
勝
美
長
男
）
、

伊
東
干
春
（
尚
二
女
）
、
寺
田
美
恵
（
紋
．

太
郎
二
女
）
。

▽
迫
野
内
一
樹
神
直
美
（
武
務
孫
）
、

黒
木
典
子
（
文
雄
長
女
）
、

▽
八
重
原
1
1
矢
村
茂
美
（
幸
雄
二
男
）
、

山
本
由
美
（
重
勝
二
女
）
田
原
智
子
（
隆

義
長
女
）
、
伊
藤
浩
二
（
晃
二
男
）
、
甲

斐
朝
憲
（
朝
夫
長
男
）
、

▽
田
野
　
小
野
直
樹
（
三
千
樹
二
男
）
、

井
本
美
智
（
岩
根
長
女
）
、

▽
羽
坂
q
植
田
美
穂
（
誠
長
女
．
）
、
佐
藤

嘉
生
里
（
図
南
雄
長
女
）
高
山
幸
人
（
幸

治
長
男
）
、
藤
井
明
子
（
義
久
長
女
）
、

福
岡
浩
司
（
修
長
男
）
、
中
野
浩
二
（
勝

長
男
）
、
▽
仲
深
．
桑
原
千
鶴
子
　
（
貞

偏
長
女
．
）
、
若
杉
里
美
（
善
男
長
女
）
、

甲
斐
樹
一
郎
（
善
重
郎
長
男
）
、

［、

汾
｣
小
〕
十
五
人
　
　
福
瀬
u
関
野

徹
（
和
男
長
男
）
、
直
野
一
浩
（
房
則
長

男
）
、
山
田
千
明
（
緑
般
二
女
）
、
鶴
田

康
子
（
久
二
男
二
女
）
、
小
林
勝
治
（
美

澄
長
男
）
、
田
辺
朋
博
（
英
雄
長
男
）
、

森
西
初
代
（
實
長
女
）
、
原
田
育
夫
（
三

十
四
長
舅
）
海
野
真
奈
美
（
五
三
二
女
）

田
辺
穂
積
（
仁
長
男
）
、
岩
田
健
吾

夫
三
男
）
、
高
藤
有
里
（
伴
己
長
女
）
、

岩
田
一
宏
（
正
直
長
男
）
平
瀬
陽
子
（
則

行
長
女
）
、
岩
本
美
樹
（
大
八
長
男
）
、

［、

ﾘ
谷
小
］
十
五
人
　
　
仲
深
・
・
荒
砂

由
紀
（
成
男
長
女
）
、
三
好
健
二
（
義
弘

長
男
）
、
日
高
文
代
（
善
雄
二
女
）
、
黒

田
貴
子
（
實
則
長
女
）
、

▽
坪
谷
…
矢
野
利
枝
（
秀
俊
二
女
）
、
片

江
豊
春
（
功
長
男
）
、
近
藤
忍
（
強
二
男
）

寺
原
智
子
（
仁
一
郎
長
女
）
、
吉
本
智
子

（
直
美
長
女
）
、
ヂ
野
認
（
知
長
男
）
、
井

伊
正
一
（
正
信
長
男
）
、
羽
田
三
輝

（
定
一
長
男
）
、
矢
野
哲
也
（
昭
市
長
男
）

矢
野
哲
也
（
賎
夫
三
男
）
、
中
野
み
ゆ
き

（
洋
子
長
女
．
）
、

［．

z
表
小
〕
五
人
　
　
越
表
・
川
越
裕

二
（
欣
也
長
男
）
、
田
中
夕
子
（
雄
幸
長

女
）
、
菊
池
進
一
　
（
哲
夫
長
男
）
、
高
野

節
子
（
浩
之
長
女
）
、
▽
下
渡
川
．
山
床
．

静
佳
（
勝
徳
二
女
）
、

　、

沐
酪
ｬ
」
十
一
人
　
　
寺
迫
．
．
．
海
野

ユ
カ
（
光
威
長
女
）
、
海
野
ユ
ミ
（
光
威

二
女
）
、
新
名
弘
典
（
實
長
男
）
、
川
野

博
一
（
勝
義
長
男
）
、
黒
木
美
穂
（
康
義

長
女
）
、
橋
口
貴
之
（
忠
之
長
男
）
、
黒

木
博
文
（
ハ
ツ
子
長
男
）
、
河
野
美
穂
子

（
宝
二
女
）
、
黒
木
久
（
鉄
夫
長
男
）
、
黒

木
克
博
（
満
寿
美
長
男
）
、
黒
木
郁
志

（一

z
次
二
男
）
．
．

「
美
々
津
小
田
之
原
分
校
．
一
一
人

目
口
木
　
黒
木
勝
代
（
勝
国
三
女
）

入
学
前
の
健
康
診
断

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
四
月
か

ら
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
に
対
し
て

次
の
日
程
で
知
能
テ
ス
ト
、
内
科
検
診

を
行
な
い
ま
す
，
当
日
ま
で
に
子
ど
も

の
健
康
管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
ど
斗
・
・

い
．
．

　
▽
東
郷
小
U
2
月
1
3
日
・
午
後
1
時

30

ｪ
よ
り
▽
福
瀬
小
1
1
2
月
2
0
日
・
午

後
1
時
3
0
分
置
り
▽
坪
谷
小
・
．
2
月
1
7

日
・
午
後
2
時
よ
り
▽
越
表
小
”
2
月

18

冝
E
午
後
2
時
よ
り
▽
寺
口
小
一
1
2

月
1
2
日
。
午
後
2
時
よ
り
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ミュージカル公演

自分にとってふるさとは？

　
昨
年
十
二
月
二
日
の
夜
、
中
央
公
民

館
で
統
一
劇
場
の
ミ
ニ
ー
ジ
カ
ル
「
ふ

る
き
と
．
一
の
公
演
が
あ
り
、
町
内
外
か

ら
約
千
百
人
の
観
客
が
集
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
激
し
く
変

り
つ
つ
あ
る
現
代
の
ふ
る
さ
と
で
、
流

㌧
・
－
笑
い
し
な
が
ら
唱
い
っ
ぽ
い
生
き
て

い
る
人
た
ち
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
、

自
分
に
と
っ
て
ふ
る
き
と
と
は
何
か
を

考
え
き
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
こ
の
公
演
は
、
町
青
年
団
協
議
会
（
田

原
一
義
会
長
・
百
五
十
人
）
が
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
町
民
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
同

時
に
、
青
年
が
一
つ
に
な
っ
て
活
動
す

る
場
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
願
い
を
こ

め
て
主
催
し
た
も
の
で
す
．
．
　
…
よ
か
ヂ
ノ

た
よ
」
と
声
を
か
け
た
会
場
の
青
年
た

ち
の
顔
は
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
一
．

お
と
な
の
仲
間
入
り

百
二
十
七
人
が
新
成
人

　
一
月
五
日
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

中
央
公
民
館
で
成
人
式
が
ひ
ら
か
れ
ま

し
た
．
こ
の
日
は
、
新
し
く
お
と
な
の

仲
間
入
り
を
し
、
自
ら
生
き
ね
こ
う
と

距
9
る
男
子
五
十
九
人
、
女
子
六
十
八
人

の
合
計
百
二
十
七
人
掛
祝
い
励
ま
し
た

も
の
で
九
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
、
．

　
成
人
式
で
は
町
長
は
じ
め
来
賓
か
ら

お
祝
い
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、

成
人
者
を
代
表
し
て
迫
野
内
の
佐
藤
孝

君
が
答
辞
を
の
べ
ま
し
た
．
式
が
終
っ

♂
上
兀
古
晶
島
盲
同
校
長
鴨
㌦
現
県
伏
津
田
目
協
A
云
副

会
長
の
平
松
輝
夫
先
生
の
「
．
ス
ボ
：
ッ
．

と
根
性
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
成
人
記
念
と
し
て
全
員
に
伝
統
あ
る

カ
キ
の
＋
甲
不
が
贈
ら
れ
ま
し
た
、
．

♂》一一一　映母　串
も

郷
土
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
塩
月
儀
市

＋
三
　
昭
和
時
代
⑳

　
　
昭
和
三
十
年
二
月
に
、
鶴
野
内
保

　
育
所
が
完
成
し
、
四
月
か
ら
三
歳
か

　
ら
五
歳
ま
で
の
幼
児
六
十
人
を
収
容

　
し
て
開
設
し
ま
し
た
，

　
　
新
農
山
漁
村
振
興
対
策
特
別
地
域

　
と
し
て
、
国
か
ら
指
定
を
う
け
、
昭

　
和
↓
二
十
一
任
－
と
三
十
二
任
土
の
ニ
カ
任
－

　
継
続
で
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
、
、
事

　
業
内
容
は
、
耕
土
培
養
、
水
稲
早
植

　
栽
培
、
共
同
乾
燥
場
施
設
、
簡
易
索

　
道
施
軋
奴
、
　
木
円
灰
出
円
「
兀
A
目
庫
、
　
曲
疑
事
放

　
送
、
耕
地
事
業
、
共
同
作
業
場
、
共

　
同
乾
燥
施
設
、
苗
代
改
善
施
設
、
林

　
業
機
械
化
施
設
で
す
．
．

　
　
昭
和
三
十
三
年
か
ら
、
本
村
在
住

　
．
の
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て

　
敬
老
の
意
を
表
わ
す
こ
と
に
な
り
、

　
年
干
二
百
円
を
給
付
し
ま
し
た
．
．

　
　
林
業
の
振
興
を
は
か
り
、
か
つ
将

　
来
の
村
財
政
計
画
を
樹
立
し
て
、
安

　
定
し
た
財
源
の
確
保
を
は
か
る
た
め

　
に
、
三
十
三
年
か
ら
向
う
五
カ
年
の

　
経
営
計
画
を
た
て
ま
し
た
．
、
従
来
、

　
経
済
課
の
所
管
だ
（
・
た
土
木
、
耕
地
、

　
林
務
を
分
離
し
て
、
土
木
課
を
新
設

　
し
ま
し
た
．
．
ま
た
、
病
虫
害
防
除
態

　
勢
の
強
化
を
は
か
り
、
パ
ラ
チ
オ
ン

　
剤
、
ホ
リ
ド
ー
ル
剤
を
無
償
で
配
布

　
し
ま
し
た
．
、

　
　
派
米
労
務
者
と
し
て
、
初
め
て
中

　
谷
憲
一
君
が
渡
木
し
ま
し
た
．
．
期
間

～
《
～
》
案
玉
　
　
’
一
．
一
、

、
，
、
ピ
望
ー
ー
ー
r
，
一
～
～
一
r
、
駅
～
r
、
し
，
」

　
は
三
力
年
で
し
た
。

　
　
昭
和
三
十
四
年
に
、
役
場
庁
舎
を
　
呪

　
二
ヵ
年
継
続
事
業
で
建
築
す
る
こ
と
　
『

　
に
な
り
、
十
二
月
に
着
工
し
ま
し
た
。

弊
鰐
ヒ
肝
魂
甥
斬
　

　
先
輩
が
植
林
し
、
愛
情
を
こ
め
て
育

　
て
管
理
し
た
村
有
林
の
ム
v
禾
売
払
代
　
　

　
金
と
起
債
で
ま
か
な
い
ま
し
た
．
．

　
　
本
町
の
役
場
庁
舎
は
、
明
治
二
十

　
　
二
年
に
小
野
田
（
東
村
吉
市
氏
宅
下
）

　
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治
三
十

　
三
年
に
小
野
田
尋
常
小
学
校
跡
に
移

　
り
ま
し
た
，
大
正
十
三
年
に
は
現
東

　
郷
幼
稚
園
の
敷
地
に
二
階
建
を
新
築

　
し
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
の

　
台
風
で
倒
壊
し
、
重
要
書
類
を
は
じ

　
め
、
貴
重
な
記
録
な
ど
ほ
と
ん
ど
を

　
失
な
い
ま
し
た
．
．

　
　
村
民
の
中
に
は
、
直
ち
に
堅
固
な

　
庁
舎
の
建
築
を
要
望
す
る
声
も
あ
り

　
ま
し
た
が
、
教
育
施
設
や
村
民
生
活

　
に
必
要
な
施
設
の
充
実
が
先
決
だ
と

　
』
、
、
蚕
種
製
造
所
叢
修
ン
、
仮
繍

　
庁
舎
と
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
事
務
を

　
と
る
こ
と
十
五
年
、
仮
庁
舎
の
老
朽

　
度
も
そ
の
極
に
達
し
再
び
災
や
く
の

　
危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

　
め
、
防
災
、
重
要
書
類
の
保
管
、
職

　
員
の
保
健
、
事
務
能
率
な
ど
あ
ら
ゆ

　
る
面
か
ら
検
討
さ
れ
、
過
去
の
苦
い

　
災
牢
を
再
び
く
り
か
え
き
ぬ
た
め
、

　
こ
の
建
築
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

一
－
駄
孝
．
冬
㌧
グ
～
睾
き
・
．
～
．
老
」
一
㌧
　
～

一骨一
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お撃ちせ

総
論葦∋
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殺
そ
剤
を
あ
っ
せ
ん

　
全
戸
を
あ
げ
て
ネ
ズ
ミ
駆
除

　
た
か
が
ネ
ズ
ミ
の
一
匹
や
二
匹
ぐ
ら

い
と
思
っ
た
ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で

す
。
一
匹
の
ネ
ズ
ミ
を
見
か
け
た
ら
、

少
く
と
も
十
匹
は
住
ん
で
い
ま
す
。
例

え
ば
一
つ
が
い
の
ネ
ズ
ミ
は
、
一
年
間

に
影
干
四
百
匹
に
増
え
る
ほ
ど
の
繁
殖

力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
油
断
は
禁
物
。

　
そ
こ
で
、
二
月
一
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
繁
殖
期
を
ね
ら
っ

て
県
下
市
町
村
で
い
っ
せ
い
ネ
ズ
ミ
駆

除
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
退

治
は
地
域
ぐ
る
み
で
集
団
駆
除
を
や
る

の
が
最
も
効
果
的
で
す
。
こ
の
期
間
中

に
町
で
は
殺
そ
剤
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま

す
の
で
、
組
合
長
を
通
じ
て
住
民
課
保

健
衛
生
係
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
価
格
は
一
袋
八
十
円
で
す
。

25

冾
ﾉ
行
政
相
談

　
二
月
二
十
五
日
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
、
老
人
福
祉
館
で
行
政
相

談
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
国
や
県
の
行
政

上
の
苦
情
や
相
談
の
あ
る
人
は
遠
慮
な

く
お
い
で
く
だ
き
い
。

幼
稚
園
児
を
募
集

　
東
郷
・
坪
谷
幼
稚
園
の
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

二
月
二
十
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
事

務
局
宛
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
，

　
入
園
資
格
　
町
内
の
通
園
可
能
な
地

区
に
居
住
す
る
満
四
歳
と
五
歳
の
幼
児

（
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
四
十

七
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

幼
児
）
。
た
だ
し
、
坪
谷
幼
稚
園
は
五
歳

児
の
み
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
園
申
込
み
入
園
申
請
書
が
町
教

育
委
員
会
事
務
局
と
両
幼
稚
園
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
ま
た
は
電

話
（
五
六
五
七
番
）
で
請
求
さ
れ
れ
ば

郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
東
郷
幼
稚
園
の
四
歳
児
に
つ

い
て
は
、
園
児
の
定
数
の
関
係
で
早
生

ま
れ
か
ら
順
に
入
園
決
定
を
し
ま
す
の

で
、
入
園
申
請
書
に
第
二
希
望
を
「
保

育
所
」
ま
た
は
「
希
望
な
し
」
と
記
載

し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
入
園
決
定
　
三
月
中
旬
ま
で
に
各
人

へ
通
知
い
た
し
ま
す
。

保
育
所
園
児
を
募
集

　
鶴
野
内
と
坪
谷
保
育
所
で
た
だ
い
ま

園
児
を
募
集
中
で
す
。

　
定
員
は
い
ず
れ
と
も
三
十
五
人
で
、

入
所
資
格
は
四
月
一
日
現
在
で
満
三
歳

以
上
（
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
ま
で

に
出
生
）
の
幼
児
で
す
．
．

　
入
所
を
希
望
す
る
幼
児
の
保
護
者
は

役
場
福
祉
係
、
保
育
所
に
準
備
し
て
あ

　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
　
四
期

　
　
納
期
　
　
二
月
二
十
九
日

半
願
書
用
紙
に
よ
っ
て
、
二
月
二
十
日

ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
に
申
込
ん

で
く
だ
き
い
．
、

町
職
員
の
発
令

　
二
般
職
」
1
月
1
日
付

▽
教
育
委
員
会
1
1
坪
谷
中
学
校
（
総
務

係
）
山
田
延
子
。

　
［
，
退
職
〕
　
1
2
月
3
1
日
付

▽
新
名
秋
二
（
農
林
課
主
幹
）
、
▽
寺
原

恵
（
総
務
課
庶
務
係
）
、
　
▽
矢
野
初
子

（
教
ム
月
委
ロ
貝
A
五
u
旨
坪
谷
中
呪
子
校
）

善
意
の
と
も
し
び

　
◎
町
青
年
団
協
議
会
（
田
原
一
義
会

長
・
百
五
十
か
日
か
ら
統
一
劇
場
「
，
、
か

る
き
と
一
公
演
の
益
金
の
な
か
か
ら
社

会
福
祉
事
業
の
た
め
に
五
万
円
を
◎
日

向
農
協
東
郷
支
店
職
員
一
同
か
ら
歳
末

助
合
い
と
し
て
一
万
百
円
を
◎
町
役
場

職
員
一
同
か
ら
社
会
福
祉
事
業
の
た
め

に
↓
万
七
百
二
十
円
を
そ
れ
ぞ
れ
三
社

A
本
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
、
．
こ
れ
ら
は
、
ね
た
き
り
老
人
、

長
期
入
院
患
者
、
身
心
障
害
者
施
設
の

援
護
資
金
な
ど
の
社
会
福
祉
事
業
の
た

め
に
役
官
．
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
．

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

日7

D
覧
9

．
♪
　
く
k
し
死
し
、
i
、
　
、
ρ

し
婚
へ
U
く
ノ

・
・
藻
・
顔
璽
・
誕
健
官
へ

　
　
　
　
　
　
　
1
2
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
父
の
名
部
落

塩黒高山安長

月木藤本藤強

肩重真美嚢伸
　理紀
行香子三次之
∫三一d量．憲政伸

男行已昭広喜
福三富寺浄福

瀬迫瀬迫追瀬

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
ノ

香
典
返
し
に
か
え
イ
、

羽
　
坂
の
木
村
キ
ク
ノ
山
．
・
ん
か
ら
（
栄
走
き
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

迫
野
内
の
橋
ロ
ヨ
シ
エ
斗
・
㌔
ん
か
ら
（
栄
遊
、
・
ん
・
6
2
歳
ご
死
去
）

　
こ
の
二
件
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
資
金
へ
こ
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
こ
ぎ
い
ま
し
た
。

寺岩井黒藤森白黒

原見伊木井田間木

佐　睦義章あ浩慶
智　　　　か一
子新岡人統ね郎一
幸次一正富π柳正膀慶
　　　　太
人夫信義郎春利司
羽鶴坪迫上二十寺
　野　野　野
坂．内一昼一内坂．内谷迫

結
婚
お
め
で
と
う

那那僑黒山高安西海那寺山岩松奈高上橋
氏

須守口木本宮藤村野須原添田葉須山須本

久郁美邦京真弘　佐　　ミ久ミ　三重シ松

美　　　　　　　　　ツ　ス　美　マ　名
子雄穂寛子一子正枝均一敏ズ光子幸コ美

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

膿儲氏
　円モ栄春
栄美力八治．名

説坪日寺寺川海洋坪子羽小福日西羽坪八．部

蜜匙遭迫平谷遜瀬膨照轟

．．
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令
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部
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追福鶴羽仲
野　野
内瀬内坂深
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